
ゆうぐあそびのルール（よい子のみなさんへ） 

おやくそく （けがを ふせぐための るーる） 

●せいふくで あそぶときは ぼたんは ぜんぶしめる

●うんどうくつで あそぶ （うわぐつ、せいぐつで あそばない）

●かばんは おいてあそぶ

●まふらーや ひっかかりやすいものは とる

●ぼうしの つばを あげる

●ちぇーん を つけているときは はいらない

●みずいろの ごむちっぷの なかに、すな、おもちゃ、なわとび、さんりんしゃ、

ぼーるなどをもっていかない 

●ゆうぐに なわとびを まきつきけない

●うえから ものを なげない

●ぬれている ときは あそばない

●とびおりない

●のぼっては いけないところを のぼらない

●うえにいるひと、したにいるひと まわりに いるひとに きをつける

●じゅんばんを まもる

●おともだちを おさない

●うえに だれかいたら したにいかない

●こわかったら やめる

●おともだちが おやくそくを まもっていなければ、やさしくちゅういする（おし

える） 

●すべりだいは したから のぼらない たったまますべらない

●すべりだいの おりぐちで あそばない

●すべりだいは おともだちが でぐちから でてから すべる

●とんねるは ひとりずつ はいる

●おともだちを したから おさない うえから ひっぱらない

●くつや ぼうしを おとしたら いちど したまで おりる

●おちたり けがをしたら ちかくの せんせいにいう
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